
(57)【要約】

【課題】　低価格化と小型化を実現するための無線通信

機を提供する。

【解決手段】　受信信号検波回路５およびマイク信号の

増幅回路１８と高域通過フィルタ１６の間と、前記高域

フィルタ１６とスピーカへの信号増幅回路１７および送

信信号の振幅制限回路２０の間にスイッチ２５、２６を

入れることで前記高域フィルタ１６を送受信で共用させ

る。そして、受信時には、受信信号検波回路５の出力信

号に含まれるトーン信号を除去して音声信号を抽出し、

送信時には、マイク９から入力された音声信号に含まれ

るトーン信号周波数成分を除去する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 高 域 通 過 フ ィ ル タ を 受 信 信 号 検 波 回 路 の 後 段 に 配 置 す る 第 １ の 信 号 経 路 と 、 前 記 高 域 通
過 フ ィ ル タ を マ イ ク の 後 段 に 配 置 す る 第 ２ の 信 号 経 路 と を 切 り 替 え る 第 １ の 切 替 手 段 を 設
け 、 前 記 第 １ の 切 替 手 段 が 第 １ の 信 号 経 路 を 選 択 し た と き に 前 記 受 信 信 号 検 波 回 路 の 出 力
信 号 を 前 記 高 域 通 過 フ ィ ル タ に 通 す こ と に よ り 前 記 受 信 信 号 検 波 回 路 の 出 力 信 号 に 含 ま れ
る ト ー ン 信 号 を 除 去 し て 音 声 信 号 を 抽 出 し 、 前 記 第 １ の 切 替 手 段 が 第 ２ の 信 号 経 路 を 選 択
し た と き に 前 記 マ イ ク か ら 入 力 さ れ た 音 声 信 号 を 前 記 高 域 通 過 フ ィ ル タ に 通 す こ と に よ り
前 記 マ イ ク か ら 入 力 さ れ た 音 声 信 号 に 含 ま れ る ト ー ン 信 号 周 波 数 成 分 を 除 去 す る よ う に し
た 無 線 通 信 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 無 線 通 信 回 路 と 、 前 記 無 線 通 信 回 路 を 制 御 す る 通 信 制 御 用 の コ ン ト ロ ー
ラ と を 備 え た 無 線 通 信 回 路 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 無 線 通 信 回 路 シ ス テ ム を 備 え た 無 線 通 信 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 低 域 通 過 フ ィ ル タ を 前 記 受 信 信 号 検 波 回 路 の 出 力 信 号 中 に 含 ま れ る ト ー ン 信 号 の 周 波 数
判 別 に 使 用 す る 第 １ の 信 号 経 路 と 、 前 記 低 域 通 過 フ ィ ル タ を 送 信 信 号 に 含 ま せ る ト ー ン 信
号 の 生 成 に 使 用 す る 第 ２ の 信 号 経 路 と を 切 り 替 え る 第 ２ の 切 替 手 段 を 設 け 、
　 前 記 第 ２ の 切 替 手 段 が 第 １ の 信 号 経 路 を 選 択 し た と き に 前 記 受 信 信 号 検 波 回 路 の 出 力 信
号 を 前 記 低 域 通 過 フ ィ ル タ に 通 す こ と に よ っ て ト ー ン 信 号 の 周 波 数 を 判 別 し 、 前 記 第 ２ の
切 替 手 段 が 第 ２ の 信 号 経 路 を 選 択 し た と き に 前 記 コ ン ト ロ ー ラ か ら 出 力 さ れ る パ ル ス 信 号
を 前 記 低 域 通 過 フ ィ ル タ に 通 す こ と に よ り 前 記 パ ル ス 信 号 か ら 高 調 波 を 除 去 し て ト ー ン 信
号 を 生 成 す る 請 求 項 ２ 記 載 の 無 線 通 信 回 路 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 低 域 通 過 フ ィ ル タ を 前 記 受 信 信 号 検 波 回 路 の 出 力 信 号 中 に 含 ま れ る ト ー ン 信 号 の 周 波 数
判 別 に 使 用 す る 第 １ の 信 号 経 路 と 、 前 記 低 域 通 過 フ ィ ル タ を 送 信 信 号 に 含 ま せ る ト ー ン 信
号 の 生 成 に 使 用 す る 第 ２ の 信 号 経 路 と を 切 り 替 え る 第 ２ の 切 替 手 段 を 設 け 、
　 前 記 第 ２ の 切 替 手 段 が 第 １ の 信 号 経 路 を 選 択 し た と き に 前 記 受 信 信 号 検 波 回 路 の 出 力 信
号 を 前 記 低 域 通 過 フ ィ ル タ に 通 す こ と に よ っ て ト ー ン 信 号 の 周 波 数 を 判 別 し 、 前 記 第 ２ の
切 替 手 段 が 第 ２ の 信 号 経 路 を 選 択 し た と き に 前 記 コ ン ト ロ ー ラ か ら 出 力 さ れ る パ ル ス 信 号
を 前 記 低 域 通 過 フ ィ ル タ に 通 す こ と に よ り 前 記 パ ル ス 信 号 か ら 高 調 波 を 除 去 し て ト ー ン 信
号 を 生 成 す る 請 求 項 ３ 記 載 の 無 線 通 信 機 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ト ー ン 信 号 の 発 生 、 周 波 数 判 別 機 能 を 有 し た ト ラ ン シ ー バ な ど の 無 線 通 信 機 、
そ れ を 構 成 す る 無 線 通 信 回 路 お よ び 無 線 通 信 回 路 シ ス テ ム に 関 し 、 特 に 部 品 数 を 低 減 さ せ
る 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ト ー ン 信 号 の 発 生 、 周 波 数 判 別 機 能 を 有 し た ト ラ ン シ ー バ な ど の 無 線 通 信 機 と し
て 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 構 成 の も の を 例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ４ は 従 来 の 無 線 通 信 機 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ４ に お い て 、 符 号 １ は ア ン テ ナ を 示 す 。 符 号 ２ は 受 信 信 号 と 送 信 信 号 と を 切 り 替 え る
ア ン テ ナ 切 替 回 路 を 示 す 。 符 号 ３ は 受 信 信 号 が 設 定 し た 周 波 数 で あ る 時 に 受 信 信 号 を 後 段
に 通 過 さ せ る 受 信 選 局 回 路 を 示 す 。 符 号 ４ は 受 信 信 号 を 増 幅 す る 増 幅 回 路 を 示 す 。 符 号 ５
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は Ｆ Ｍ 復 調 な ど 受 信 信 号 を 復 調 す る 受 信 信 号 検 波 回 路 を 示 す 。 符 号 ６ は 受 信 信 号 に 含 ま れ
る ト ー ン 信 号 の 周 波 数 を 判 別 す る ト ー ン 周 波 数 判 別 回 路 を 示 す 。 符 号 ７ は 受 信 信 号 に 含 ま
れ る 音 声 信 号 を 処 理 す る 音 声 信 号 処 理 回 路 を 示 す 。 符 号 ８ は ス ピ ー カ を 示 す 。 符 号 ９ は マ
イ ク を 示 す 。 符 号 １ ０ は 送 信 変 調 回 路 を 示 す 。 符 号 １ １ は 送 信 信 号 に 含 ま せ る ト ー ン 信 号
を 発 生 す る ト ー ン 発 生 回 路 を 示 す 。 符 号 １ ２ は 送 信 電 力 増 幅 回 路 を 示 す 。 符 号 １ ３ は 回 路
の 通 信 制 御 を 行 う コ ン ト ロ ー ラ を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ト ー ン 周 波 数 判 別 回 路 ６ は 、 音 声 信 号 を 除 去 す る 低 域 通 過 フ ィ ル タ １ ４ と 、 低 域 通 過 フ
ィ ル タ １ ４ の 出 力 信 号 を パ ル ス 信 号 に 波 形 整 形 す る コ ン パ レ ー タ １ ５ と か ら 構 成 さ れ る 。
音 声 信 号 処 理 回 路 ７ は 、 ト ー ン 信 号 を 除 去 す る 高 域 通 過 フ ィ ル タ １ ６ と 、 ス ピ ー カ ８ へ の
信 号 を 増 幅 す る 増 幅 回 路 １ ７ と か ら 構 成 さ れ る 。 送 信 変 調 回 路 １ ０ は 、 マ イ ク ９ の 微 弱 出
力 信 号 を 増 幅 す る 増 幅 回 路 １ ８ と 、 マ イ ク ９ か ら 入 力 さ れ た ト ー ン 信 号 周 波 数 成 分 を 除 去
す る た め の 高 域 通 過 フ ィ ル タ １ ９ と 、 送 信 時 の 最 大 変 調 度 を 制 限 す る た め の 振 幅 制 限 回 路
２ ０ と 、 音 声 信 号 と ト ー ン 信 号 と を 混 合 す る 加 算 回 路 ２ １ と 、 送 信 信 号 の 周 波 数 帯 域 を 制
限 す る た め の 低 域 通 過 フ ィ ル タ ２ ２ と 、 信 号 を Ｆ Ｍ 変 調 す る た め の 電 圧 制 御 発 振 器 （ Ｖ Ｃ
Ｏ ） ２ ３ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 つ ぎ に 、 上 記 無 線 通 信 機 に お け る ト ー ン 信 号 と 音 声 信 号 の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 一 般
的 に ト ー ン 信 号 と し て は ６ ７ Ｈ ｚ ～ ２ ５ ０ Ｈ ｚ の 周 波 数 を 使 用 し 、 ３ ０ ０ ～ ３ ｋ Ｈ ｚ の 周
波 数 の 音 声 信 号 と 同 時 に 送 受 信 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 送 信 変 調 回 路 １ ０ に お い て は 、 マ イ ク ９ か ら の 音 声 信 号 内 に ト ー ン 信 号 周 波 数 成 分 が 多
く 含 ま れ る と 、 受 信 側 で ト ー ン 周 波 数 を 判 別 し づ ら く な る た め 、 高 域 通 過 フ ィ ル タ １ ９ に
図 ５ に 示 す よ う な ト ー ン 信 号 周 波 数 帯 域 を 大 幅 に 減 衰 さ せ る よ う な 周 波 数 特 性 ３ ０ を も た
せ て い る 。 受 信 側 で は 、 ト ー ン 周 波 数 判 別 回 路 ６ に お い て 音 声 信 号 を 除 去 す る た め に 低 域
通 過 フ ィ ル タ １ ４ に 図 ５ に 示 す よ う な 音 声 信 号 帯 域 を 大 幅 に 減 衰 さ せ る 周 波 数 特 性 ３ １ を
も た せ て い る 。 ま た 、 ス ピ ー カ ８ に 伝 達 さ せ る 音 声 信 号 に つ い て は 、 ト ー ン 信 号 が ス ピ ー
カ ８ か ら 聞 こ え な い よ う に 、 高 域 通 過 フ ィ ル タ １ ６ に ト ー ン 信 号 周 波 数 成 分 を 大 幅 に 減 衰
さ せ る 周 波 数 特 性 ３ ０ を 持 た せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 通 常 、 高 域 通 過 フ ィ ル タ １ ６ ， １ ９ の 遮 断 周 波 数 ｆ １ は ３ ０ ０ Ｈ ｚ 近 辺 に 設 定 さ れ 、 低
域 通 過 フ ィ ル タ １ ４ の 遮 断 周 波 数 ｆ ２ は ２ ５ ０ Ｈ ｚ 近 辺 に 設 定 さ れ る 。 上 記 各 フ ィ ル タ は
通 常 ５ 次 以 上 の 段 数 で 構 成 さ れ 、 例 え ば 高 域 通 過 フ ィ ル タ は 図 ６ に 示 す よ う な 回 路 構 成 で
実 現 さ れ て い る 。 図 ６ に お い て 、 符 号 ３ ５ ～ ３ ９ は そ れ ぞ れ 抵 抗 を 示 し 、 符 号 ４ ０ ～ ４ ６
は そ れ ぞ れ コ ン デ ン サ を 示 し 、 符 号 ４ ７ ， ４ ８ は そ れ ぞ れ 演 算 増 幅 器 を 示 し 、 符 号 ４ ９ ～
５ １ は そ れ ぞ れ グ ラ ン ド を 示 し 、 符 号 ５ ２ 、 ５ ３ は そ れ ぞ れ 基 準 電 圧 を 示 し 、 符 号 ５ ４ は
入 力 端 子 を 示 し 、 符 号 ５ ５ は 出 力 端 子 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 つ ぎ に 、 図 ４ に お け る ト ー ン 発 生 回 路 １ １ の 具 体 例 に つ い て 図 ７ を 参 照 し な が ら 説 明 す
る 。 図 ７ に お い て 、 符 号 １ ３ は コ ン ト ロ ー ラ を 示 し 、 符 号 ６ ０ ～ ６ ５ は そ れ ぞ れ 抵 抗 を 示
し 、 符 号 ６ ６ は そ れ ぞ れ グ ラ ン ド を 示 し 、 符 号 ６ ７ は 出 力 端 子 を 示 し 、 符 号 ６ ８ ～ ７ ０ は
そ れ ぞ れ パ ル ス 信 号 を 出 力 す る 端 子 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ７ に 示 し た ト ー ン 発 生 回 路 １ １ は 、 一 般 的 な ３ ビ ッ ト の Ｄ ／ Ａ コ ン バ ー タ で あ り 、 図
８ に 示 す よ う に 端 子 ６ ８ ～ ７ ０ か ら 出 力 さ れ る パ ル ス 信 号 を 適 切 に 制 御 し て 正 弦 波 に 近 い
ト ー ン 信 号 を 出 力 端 子 ６ ７ か ら 出 力 さ せ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ３ ５ ０ ４ ７ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
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　 し か し な が ら 、 図 ６ に 示 し た 高 域 通 過 フ ィ ル タ は か な り の 部 品 数 を 必 要 と し 、 図 ７ に 示
し た ト ー ン 発 生 回 路 は コ ン ト ロ ー ラ の 端 子 数 が 多 く な る と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 部 品 数 の 削 減 と コ ン ト ロ ー ラ の 端 子 数 の 低 減 を 図 る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 無 線 通 信 回 路 は 、 高 域 通 過 フ ィ ル タ を 受 信 信 号 検
波 回 路 の 後 段 に 配 置 す る 第 １ の 信 号 経 路 と 、 高 域 通 過 フ ィ ル タ を マ イ ク の 後 段 に 配 置 す る
第 ２ の 信 号 経 路 と を 切 り 替 え る 第 １ の 切 替 手 段 を 設 け 、 第 １ の 切 替 手 段 が 第 １ の 信 号 経 路
を 選 択 し た と き に 受 信 信 号 検 波 回 路 の 出 力 信 号 を 高 域 通 過 フ ィ ル タ に 通 す こ と に よ り 受 信
信 号 検 波 回 路 の 出 力 信 号 に 含 ま れ る ト ー ン 信 号 を 除 去 し て 音 声 信 号 を 抽 出 し 、 第 １ の 切 替
手 段 が 第 ２ の 信 号 経 路 を 選 択 し た と き に マ イ ク か ら 入 力 さ れ た 音 声 信 号 を 高 域 通 過 フ ィ ル
タ に 通 す こ と に よ り マ イ ク か ら 入 力 さ れ た 音 声 信 号 に 含 ま れ る ト ー ン 信 号 周 波 数 成 分 を 除
去 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 受 信 信 号 検 波 回 路 お よ び マ イ ク 信 号 の 増 幅 回 路 と 高 域 通 過 フ ィ ル タ の 間 と
、 高 域 通 過 フ ィ ル タ と ス ピ ー カ へ の 信 号 増 幅 回 路 お よ び 送 信 信 号 の 振 幅 制 限 回 路 の 間 と に
、 そ れ ぞ れ ス イ ッ チ を 入 れ る こ と で 高 域 通 過 フ ィ ル タ を 送 受 信 で 共 用 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 受 信 信 号 検 波 回 路 の 出 力 信 号 に 含 ま れ る ト ー ン 信 号 の 除 去 と 、 マ イ
ク か ら 入 力 さ れ た 音 声 信 号 に 含 ま れ る ト ー ン 信 号 周 波 数 成 分 の 除 去 と に 、 一 つ の 高 域 通 過
フ ィ ル タ を 共 用 す る こ と が で き 、 高 域 通 過 フ ィ ル タ を １ つ 削 減 で き る 。 し た が っ て 、 部 品
点 数 の 削 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 無 線 通 信 回 路 シ ス テ ム は 、 上 記 の 無 線 通 信 回 路 と 、 こ の 無 線 通 信 回 路 を 制 御 す
る 通 信 制 御 用 の コ ン ト ロ ー ラ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 無 線 通 信 機 は 、 上 記 の 無 線 通 信 回 路 シ ス テ ム を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の 無 線 通 信 回 路 シ ス テ ム お よ び 無 線 通 信 機 に お い て は 、 そ れ ぞ れ 、 低 域 通 過 フ ィ ル
タ を 受 信 信 号 検 波 回 路 の 出 力 信 号 中 に 含 ま れ る ト ー ン 信 号 の 周 波 数 判 別 に 使 用 す る 第 １ の
信 号 経 路 と 、 低 域 通 過 フ ィ ル タ を 送 信 信 号 に 含 ま せ る ト ー ン 信 号 の 生 成 に 使 用 す る 第 ２ の
信 号 経 路 と を 切 り 替 え る 第 ２ の 切 替 手 段 を 設 け 、 第 ２ の 切 替 手 段 が 第 １ の 信 号 経 路 を 選 択
し た と き に 受 信 信 号 検 波 回 路 の 出 力 信 号 を 低 域 通 過 フ ィ ル タ に 通 す こ と に よ っ て ト ー ン 信
号 の 周 波 数 を 判 別 し 、 第 ２ の 切 替 手 段 が 第 ２ の 信 号 経 路 を 選 択 し た と き に コ ン ト ロ ー ラ か
ら 出 力 さ れ る パ ル ス 信 号 を 低 域 通 過 フ ィ ル タ に 通 す こ と に よ り パ ル ス 信 号 か ら 高 調 波 を 除
去 し て ト ー ン 信 号 を 生 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 コ ン ト ロ ー ラ か ら 出 力 し た い ト ー ン 信 号 の 周 波 数 と 同 じ パ ル ス 信 号 を 出 力
さ せ 、 受 信 信 号 検 波 回 路 の 後 段 の 低 域 通 過 フ ィ ル タ の 前 後 に そ れ ぞ れ ス イ ッ チ を 設 け 、 送
信 時 に 上 記 パ ル ス 信 号 を 低 域 通 過 フ ィ ル タ に 入 力 す る こ と で 正 弦 波 に 近 い ト ー ン 信 号 を 発
生 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 受 信 信 号 検 波 回 路 の 出 力 信 号 中 に 含 ま れ る ト ー ン 信 号 の 周 波 数 判 別
に 使 用 す る 低 域 通 過 フ ィ ル タ を 利 用 し 、 コ ン ト ロ ー ラ か ら 出 力 さ れ る パ ル ス 信 号 を 低 域 通
過 フ ィ ル タ に 通 す こ と に よ り パ ル ス 信 号 か ら 高 調 波 を 除 去 し て ト ー ン 信 号 を 生 成 す る の で
、 ト ー ン 発 生 用 に 必 要 で あ っ た コ ン ト ロ ー ラ の 端 子 数 の 削 減 と 抵 抗 の 削 減 が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 本 発 明 に 係 る 無 線 通 信 機 に よ る と 、 高 域 通 過 フ ィ ル タ を １ つ 削 減 で き 、 ト ー ン 発 生 用 に
必 要 で あ っ た コ ン ト ロ ー ラ の 端 子 数 の 削 減 と 抵 抗 の 削 減 が で き る の で 、 無 線 通 信 機 の 低 価
格 化 や 小 型 化 が 容 易 に 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ： 請 求 項 １ に 対 応 ）
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 無 線 通 信 機 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 図 ４ に て 説 明 し た 部 材 に 対 応 す る 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 詳 し い 説 明 は 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 説 明 す る た め の 無 線 通 信 機 の 回 路 構 成 を 示 す 。 図 １ に お
い て 、 符 号 ２ ５ は マ イ ク ９ か ら 入 力 さ れ た 音 声 信 号 を 高 域 通 過 フ ィ ル タ １ ６ に 入 力 す る か
受 信 信 号 検 波 回 路 ５ の 出 力 信 号 を 高 域 通 過 フ ィ ル タ １ ６ に 入 力 す る か を 選 択 す る ス イ ッ チ
を 示 す 。 符 号 ２ ６ は 高 域 通 過 フ ィ ル タ １ ６ の 出 力 信 号 を ス ピ ー カ ８ に 伝 達 さ せ る か 送 信 信
号 の 振 幅 制 限 回 路 ２ ０ に 伝 達 さ せ る か を 選 択 す る ス イ ッ チ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 無 線 通 信 機 に お い て は 、 受 信 時 に は ス イ ッ チ ２ ５ 、 ２ ６ を そ れ ぞ れ ａ 側 に 接 続 し 、
送 信 時 に は ｂ 側 に 接 続 す る こ と で 、 図 ４ に 示 し た 従 来 の 無 線 通 信 機 と 同 一 の 機 能 を 実 現 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 実 施 の 形 態 １ に よ る と 、 高 域 通 過 フ ィ ル タ を １ つ 削 減 す る こ と が で き る た め 、 無 線 通 信
機 の 低 価 格 化 と 小 型 化 を 容 易 に 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ： 請 求 項 ４ ， ５ に 対 応 ）
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 無 線 通 信 機 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 図 １ 、 図 ４ に て 説 明 し た 部 材 に 対 応 す る 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 詳 し い 説 明 は
省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ を 説 明 す る た め の 無 線 通 信 機 の 回 路 構 成 を 示 す 。 図 ２ に お
い て 、 符 号 ２ ７ は コ ン ト ロ ー ラ １ ３ か ら 出 力 さ れ た パ ル ス 信 号 を 低 域 通 過 フ ィ ル タ １ ４ に
入 力 す る か 受 信 信 号 検 波 回 路 ５ の 出 力 信 号 を 低 域 通 過 フ ィ ル タ １ ４ に 入 力 す る か を 選 択 す
る ス イ ッ チ を 示 す 。 符 号 ２ ８ は 低 域 通 過 フ ィ ル タ １ ４ の 出 力 信 号 を コ ン パ レ ー タ １ ５ に 伝
達 さ せ る か 加 算 回 路 ２ １ に 伝 達 さ せ る か を 選 択 す る ス イ ッ チ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 つ ぎ に 、 図 ３ を 参 照 し な が ら 、 図 ２ に 示 し た ト ー ン 発 生 回 路 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
コ ン ト ロ ー ラ １ ３ か ら 実 現 さ せ た い ト ー ン 信 号 と 同 一 周 波 数 の パ ル ス 信 号 を 出 力 さ せ 、 ス
イ ッ チ ２ ７ を ｂ 側 に 接 続 し 、 低 域 通 過 フ ィ ル タ １ ４ に 上 記 パ ル ス 信 号 を 入 力 さ せ る 。 そ の
よ う に す る こ と で 上 記 パ ル ス 信 号 の 高 調 波 成 分 が 除 去 さ れ る の で 、 低 域 通 過 フ ィ ル タ １ ４
か ら 出 力 さ れ る 信 号 は 、 図 ８ に 示 す よ う な 従 来 構 成 で 実 現 さ れ る ト ー ン 信 号 と 同 等 に 正 弦
波 に 近 い 信 号 と な る 。 受 信 時 に は ス イ ッ チ ２ ７ 、 ２ ８ を ａ 側 に 接 続 す る こ と で 、 図 ４ に 示
し た 従 来 の 無 線 通 信 機 と 同 一 の 機 能 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 の 形 態 ２ に よ る と 、 従 来 ３ 個 以 上 必 要 で あ っ た コ ン ト ロ ー ラ １ ３ の パ ル ス 出 力 端 子
を １ 個 に 削 減 で き る と と も に 、 抵 抗 も 削 減 す る こ と が で き る の で 、 無 線 通 信 機 の 低 価 格 化

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-67378 A 2006.3.9



と 小 型 化 を 容 易 に 実 現 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 無 線 通 信 機 の 低 価 格 化 と 小 型 化 を 実 施 す る 際 に 有 用 で
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 無 線 通 信 機 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 無 線 通 信 機 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 無 線 通 信 機 の ト ー ン 信 号 発 生 回 路 の 信 号 波 形 を 示 す
波 形 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 無 線 通 信 機 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 無 線 通 信 機 で 使 用 さ れ る 低 域 通 過 フ ィ ル タ と 高 域 通 過 フ ィ ル タ の 周 波 数 特 性 を 示
す 特 性 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 無 線 通 信 機 で 使 用 さ れ る 高 域 通 過 フ ィ ル タ の 具 体 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 無 線 通 信 機 に 使 用 さ れ る ト ー ン 信 号 発 生 回 路 の 具 体 例 を 示 す 回 路 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 従 来 の 無 線 通 信 機 に 使 用 さ れ る ト ー ン 信 号 発 生 回 路 の 信 号 波 形 を 示 す 波 形 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ 　 　 ア ン テ ナ
　 ２ 　 　 ア ン テ ナ 切 替 回 路
　 ３ 　 　 受 信 選 局 回 路
　 ４ 　 　 増 幅 回 路
　 ５ 　 　 受 信 信 号 検 波 回 路
　 ６ 　 　 ト ー ン 周 波 数 判 別 回 路
　 ７ 　 　 増 幅 回 路
　 ８ 　 　 ス ピ ー カ
　 ９ 　 　 マ イ ク
　 １ ０ 　 　 送 信 変 調 回 路
　 １ １ 　 　 ト ー ン 発 生 回 路
　 １ ２ 　 　 送 信 電 力 増 幅 回 路
　 １ ３ 　 　 コ ン ト ロ ー ラ
　 １ ４ 、 ２ ２ 　 　 低 域 通 過 フ ィ ル タ
　 １ ５ 　 　 コ ン パ レ ー タ
　 １ ６ 、 １ ９ 　 　 高 域 通 過 フ ィ ル タ
　 １ ７ 、 １ ８ 　 　 増 幅 回 路
　 ２ ０ 　 　 振 幅 制 限 回 路
　 ２ １ 　 　 加 算 回 路
　 ２ ３ 　 　 電 圧 制 御 発 振 器
　 ２ ５ ～ ２ ８ 　 　 ス イ ッ チ
　 ３ ０ 　 　 高 域 通 過 フ ィ ル タ の 周 波 数 特 性
　 ３ １ 　 　 低 域 通 過 フ ィ ル タ の 周 波 数 特 性
　 ３ ５ ～ ３ ９ 、 ６ ０ ～ ６ ５ 　 　 抵 抗
　 ４ ０ ～ ４ ６ 　 　 コ ン デ ン サ
　 ４ ７ 、 ４ ８ 　 　 演 算 増 幅 器
　 ４ ９ ～ ５ １ 、 ６ ６ 　 　 グ ラ ン ド
　 ５ ２ 、 ５ ３ 　 　 基 準 電 圧
　 ５ ４ 　 　 入 力 端 子
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　 ５ ５ 、 ６ ７ ～ ７ ０ 　 　 出 力 端 子

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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